
歯内療法学講座

入局後 臨床専門専修科生・レジデント
1年目

・臨床外来における研修
・臨床専門専修科生臨床プログラム
・歯内療法研修プログラム
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

2年目
・外来における臨床研修
・レジデント採用（条件による）
・講座会（（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

3年目
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）
資　格
・日本歯科保存学会認定医受験資格取得
・日本顕微鏡歯科学会認定医受験資格取得

4年目

・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

5年目

資　格
・日本歯科保存学会専門医受験資格取得
・日本歯内療法学会専門医受験資格取得

6年目以降

日本歯科保存学会
専門医 山田雅司
認定医 山田雅司　田宮資己   岩澤弘樹

日本顕微鏡歯科学会
指導医 山田雅司

日本歯内療法学会
指導医 山田雅司
専門医 田宮資己

日本口腔インプラント学会
専修医 山田雅司

　歯内療法は日進月歩で大きく変革している。歯科用コーンビームCTを用いたデジタルエックス線画
像診断、その柔軟な材質から優れた彎曲根管追従性を有するニッケル・チタン製ファイル、さらに根管
の深部まで直視できる手術用顕微鏡（マイクロスコープ）の導入などによって、正確な診断と精密な処
置が可能となっている。当講座では、これら先進的な機器を応用した診断、および治療技術を学べる
ような環境を整えており、プログラム終了時には学術的な知識の修得と相まって、臨床医として一定
水準の知識・技術を修得することを目標としている。

プログラム修了時に資格要件を
満たす学会認定医等の名称

・学位論文執筆・論文審査
・学位論文の投稿
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

学　内　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
本務教員採用
資　格
・日本歯科保存学会専門医受験資格取得
・日本歯内療法学会専門医受験資格取得

●本務教員で認定医等の有資格者
　（指導医・専門医・認定医等の複数の資格の場合には最上位の資格のみを記載）

歯内療法学講座

山田　雅司（主任代行）
山田　雅司

・臨床外来における研修
・歯内療法研修プログラム
・学位論文のための研究技術習得
・抄読会等による文献学習
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

大学院生

・日本歯科保存学会 認定医・専門医
・日本歯内療法学会 専門医

・日本顕微鏡歯科学会 認定医

・臨床外来における研修
・学位論文のための研究技術習得とデータ収集
・抄読会等による文献学習
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）

・学位論文のデータ収集
・講座会（抄読会、研究進捗状況報告会、
　　　　　　症例報告、外科カンファレンス）
資　格
・日本歯科保存学会認定医受験資格取得
・日本顕微鏡歯科学会認定医受験資格取得

講座名

主任教授
プログラム責任者名

プログラムの特色


